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PPM1K

PPM1K; PP2CM; Protein phosphatase 1K; mitochondrial; PP2C domain-containing protein
phosphatase 1K; PP2C-like mitochondrial protein; PP2C-type mitochondrial phosphoprotein
phosphatase; PTMP; Protein phosphatase 2C isoform kappa; PP2C-kappa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Mn2+/Mg2+依存性タンパク質ホスファターゼであるPPMファミリーのメンバーをコードしています。細胞の生存と発達に不​​可欠なこのタンパク質は、ミトコンドリアに局在し、ミトコンドリア膜透過性遷移孔の調節において重要な役割を果たします。[RefSeq提供、2012年9月],触媒活性：リン酸化タンパク質 + H(2)O = タンパク質 + リン酸。,注意：Ref.9はマグネシウムイオン存在下でPPM1Kを結晶化しています。しかし、PubMed:17336929では、マンガンイオンが存在しない場合にはp-ニトロフェニルリン酸に対する活性は見られず、マグネシウムはマンガンの代わりをすることができなかったと報告されています。,補因子:サブユニットあたり1つのマグネシウムまたはマンガンイオンを結合します。,機能:ミトコンドリア膜透過性遷移孔を調節し、細胞の生存と発達に不​​可欠です。,類似性:PP2Cファミリーに属します。,類似性:1つのPP2C様ドメインを含みます。,
	研究分野
	-
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	PPM1K抗体を用いたパラフィン包埋ヒト膵臓組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PPM1K抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PPM1K 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	PP2Cκポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

